        社会科単元指導案                          　　　　指導者  川瀬健一
１．分野・単元    君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？
２．単元目標      （１）戦争では多くの青少年が犠牲になったことをつかむ。
　　　　　　　　　（２）満蒙開拓の歴史的背景をつかみ、それに行かざるをえなかった人々の置かれた状況や心情を知り、その判断の是非を考える。

　　　　　　　　　（３）合わせて戦後の状況を知ることにより、戦争の意味・戦後改革の意味を世界史的視野から理解する。
３．単元の指導観  
　　１９３７年から始まった日中戦争は、中国の人々の根強い抵抗によって泥沼化し、日本の中国侵略を非難するアメリカやイギリスなどの国々との対立は、ついに１９４１年12月の日本軍の奇襲攻撃により、アメリカ・イギリスなどとの全面戦争に突入した。太平洋戦争である。

 　この戦争の初期こそ日本軍の優勢であったが、石油などの資源を絶たれた日本はその後守勢にまわり、人も物資も全てを戦争にまわさざるをえなくなった。

 　この戦争で最もひどい被害をうけたのは侵略された中国や植民地朝鮮の人々であったが、もう一つ忘れてはならないのは、この戦争で日本の多くの若者が命を落としたことである。特攻隊や勤労動員で空襲によって命を落とした若者たち。だが最も悲惨な運命をたどったのは、満州蒙古地方の「開拓」に駆り出された青少年だった。1931年の満州事変で日本軍に占領された中国満州地方に、多くの若者が「開拓」のために自ら志願してわたった。くわと鉄砲を担いで満州・蒙古地方に渡った青少年義勇軍に続き、その花嫁となって「開拓」をすすめるべく多くの若い女性が満州に渡った。彼らの年齢は１６歳から１８歳。義勇軍総数約９万人。その他の開拓団総数約２７万人。

 　しかしその三人に一人は１９４５年の終戦後も日本に帰れなかった。敗戦とともに、彼らは中国の農民や中国軍、そしてソ連軍に襲われて８００名全員が皆殺しとなった開拓団すらあったのである。

 　　　・なんのために満州・蒙古の「開拓」は行われたのか。その歴史的背景。

 　　　・なぜこの「開拓」に多くの青少年が自分から参加したのか。この人々の置かれた状況と心情。

 を学ぶことで、戦争の意味とあわせて戦後成立した世界の歴史的意味を捉えさせたい。

４．指導計画

時
課題
生徒の活動

１
「あこがれの満州」（満州・蒙古の開拓団の内容・目的・結末）
１　満州・蒙古開拓団の目的とどんな人々が参加したのか？。

２　「開拓」の実態が中国人の土地や家を奪うものであったこと。

３　日本の敗戦のおりには、その3分の１が殺されたこと。

以上を通じて満州・蒙古開拓の実像を知る。

２
「火事場泥棒」（第一次世界大戦中の日本軍の中国侵略・中国の抵抗と欧米）
１　ヨーロッパを戦場として行われた第一次世界大戦中に日本が中国全土を植民地にしようとしたことを知る。

２　日本がなぜこの時期にこの行動をしたかを考え、中国の人々の反応と戦後の欧米列強の対応を予測する。

３　戦後、中国・欧米列強の圧力で中国植民地化は挫折し、いったんは日本は中国から撤退したことをつかむ。

　　　３


「戦争と平和」民主主義の進展と解放運動の前進
１　戦後「国際協調」が進んだことをつかみ、その背景を考察する。

２　その背景には①ロシア革命をきっかけとする民主主義と民族解放の動きが高まったこと②戦後経済が復興したことがあるのをつかむ。

４


「独立万歳」三一独立運動と五四運動（日本人はこの動きをどう見たか？）
１　1919年、日本からの独立を求める動きと、日本の侵略に反対する動きが朝鮮・中国で起きたことをつかむ。

２　日本政府および日本人がこのような動きをどう受け止めたか推理する。

３　柳宗悦や芥川竜之介の考えを知り、日本人の中にも、朝鮮や中国の人々の動きに連帯する気分があったことをつかむ。

５
「人間に光りあれ」日本における民主主義の進展
１　1918年の米騒動を知り、人々が何に怒って行動したかをつかむ。

２　労働争議や小作争議の激発、そして水平社の結成や婦人運動なさまざまな人々が、自分の生活の改善のために社会をかえようと動き始めたことをつかむ（小作争議を中心に）

３　以上のような動きは自由と平等を求めたものであることを知る。

６


世界恐慌の勃発とファシズムの台頭
１　1929年の世界恐慌をきっかけに経済における国際競争が激化したことをつかむ。

２　この中でイタリア・ドイツ・日本でファシズム（侵略主義）が台頭したことの理由を推理し、植民地の少ない国が植民地をとって生き残ろうとしたものであることに気付く。

７

失業者の増大と農村の危機・軍部の台頭と満州事変
１　世界恐慌は日本の経済を直撃し、企業倒産・大量の失業を生み、小作争議や労働争議の激発とともに、家族の身売りという悲惨な事態が生み出されたことを知る。

２　このような状態をどう解決したらよいかを考える。

３　解決策を考える中で「大陸侵略」を目指す勢力が台頭し、「大陸侵略」を目指す軍の力が5.15・2.26事件を通じて政治の実権を握ぎり、1931年満州事変を起こし「満蒙開拓」を始めたことをつかむ。

８
討論準備
１　以上の状況を踏まえ

２　自分がこの当時の貧しい農民の息子や娘であったなら、「満蒙開拓」に行くかどうかを考え

３　自分の意見をまとめる

９
討論（君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？）
「行く」派と「行かない」派に分かれて討論する。

10
戦争の拡大と敗戦
１　満州事変はやがて中国との全面戦争に拡大し、中国を押さえられなかった日本は東南アジアへ勢力を伸ばそうとしてアメリカ・イギリス・オランダと戦争になったこと。

２　この戦争に勝てるのかを予測する。

３　戦争の経過を概観し、日本はアメリカの圧倒的な力の前に敗北したことを知る。

４　日本の敗戦とともに満州で起きた悲劇をつかむ。

11
日本の民主化と戦後世界の成立
１　戦争に勝ったアメリカが地主制の解体・戦争責任者の処罰・憲法の改正を行い、日本を改造したことを知る。

２　第二次世界大戦後、アメリカの主導下で世界平和の組織国際連合が出来、植民地は独立を果たしたことを知る。

３　この日本や世界の改造は何のために行われたかを推理し、「戦争をなくす」ためであったことを理解する。

12
レポート


13
まとめ


５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解






社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一

君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（１）

「あこがれの満州」
１．本時の目標　　①満蒙古開拓の公表された目的と実態の差を知り、参加者の３人に一人は死んだ事実を知る。

　　　　　　　　　②この動きに参加したのは、貧しい小作人の息子や娘であったことをつかみ、なぜこの人々がこの動きに参加したのかを考えるきっかけとする。

２．本時の指導観　　満州蒙古への開拓は、「日本の辺境にて荒地を開拓し、五族協和をはかる」というもので、「地主のような大きな畑が手に入る」というふれこみで行われた。しかし実態は開拓ではなく、日本軍の比護の下に中国人農民の家や畑を奪い、満州蒙古を日本のものにするというものであった。したがって1945年の日本の敗戦にともない日本軍が崩壊撤退するとともに、開拓団は「敵地」の真っ只中に取り残され、ソ連軍・中国軍・中国農民の敵意にさらされ、多くの者が命を失った。そしてこのような侵略の尖兵となり悲劇的最後を遂げたものの多くは貧しい小作農民の息子や娘であり、「大陸にわたれば地主になれる」と夢を抱いて満州蒙古に渡ったのであった。

　　　　　　　　　　本時は、開拓の目的と実態との乖離の様を知り、参加者が貧しい小作人であったことをつかむことにより、悲劇の原因をつかもうとする意識を育てたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

「開拓の目的と実態」

「開拓団の最後」

「開拓団に参加した人々」

まとめ
資料を読み、その公表された目的と実態が大きくことなることをつかむ。

資料を読み、３人に一人は自殺するか殺されるかし、二度と日本には戻ってこなかったことをつかむ。

各自の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

開拓に行った人々が貧しい小作人であったことをつかむ。

まとめの問題で今日の学習内容をつかむ
資料①開拓の目的と実態を提示

資料②開拓団の最後を提示

※「中国人」の土地家を奪ったものであり侵略の尖兵であったことに留意させたい。

資料③開拓に行った人々を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（２）

「火事場泥棒」
１．本時の目標　①第一次世界大戦中に日本は中国全土を植民地にしようとし、中国民衆の激しい反発を招いたことをつかむ。

　　　　　　　　②この「火事場泥棒」的行動は欧米諸国の反発を生み、世界大戦後に日本に対する制裁と圧力がかけられ日本は中国から撤退せざるを得なく成ったことをつかむ。

２．本時の指導観　

　　　1931の満州事変に始まる日本の中国侵略の遠因は、第一次世界大戦中に中国全土を植民地にしようとして中国・欧米諸国の総反発をうけ、軍備の縮小を含む制裁措置をとられたことにもある。すなわち日本は、1915年中国に２１か条の要求をつきつけ、中国の事実上の保護国＝植民地化を図った。しかしこの企てに対する中国民衆の決起（五四運動）と欧米諸国の反発により、この「火事場泥棒」的行動は阻止された。すなわち1919年のベルサイユ条約による２１か条要求の反古化。そして1921年のワシントン会議での、軍縮を口実にした日本海軍の主力艦船の大幅削減、さらに９カ国条約による中国侵略の規制。さらに1928年の不戦条約の押し付けである。本時は大戦中の日本の中国侵略行動を知るとともに、この火事場泥棒的行動の背景と、これにたいする中国・欧米の行動を考察することを通じて、日本が欧米の反発を受けながらも中国侵略に動いた背景を考察させたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習（第一次世界大戦）

大戦中の日本の動き

中国と欧米の対応

まとめ
前の単元の学習を思い出し、戦争が植民地の争奪で戦場がヨーロッパであったことをつかむ。

資料を読み、この要求が

①中国の保護国化

②中国の市場・資源の独占　であることをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する

既得の知識をもとに中国・欧米の対応を予測

欧米の圧力で中国侵略は失敗したことをつかむ

まとめ問題で今日の学習の内容をつかむ
ノートの復習問題を提示

資料集ｐ147「21ヶ条要求」を提示

※①中国を必要とした日本の産業の遅れ

· ②チャンスとの認識

ここでは②に重点をおく

教科書ｐ235五四運動

資料集ｐ149「九カ国条約」を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（３）

「戦争と平和」
１．本時の目標　①第一次世界大戦後「国際協調」が進み、戦争を抑止しようとした動きが進んだことをつかみ、その背景を考察する。

　　　　　　　　②その背景にはロシア革命をきっかけとする世界的な「戦争反対」「社会主義」「民族独立」の動きと、戦後経済の安定があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　第一次世界大戦後は「国際協調」「戦争の抑止」の動きが進んだ時期で、国際連盟の結成や軍縮条約・不戦条約など、第二次世界大戦後の世界のモデルになった試みが始まった。この背景の１つは、1917年のロシア社会主義革命が欧米列強の干渉を退けて勝利したことを背景に、ヨーロッパ諸国で社会主義を目指す動きが激化し、欧米列強も、資本主義の維持のために戦争を抑止せざるを得なくなったこと。第二の背景は、ロシア革命の影響で全世界に民族独立の運動が激化し、植民地争奪の戦いを抑制せざるを得なくなったことである。

　　　本時は1919年のベルサイユ会議から1928年の不戦条約までの動きをつかみ、その背景を考えることを通じて、時代の転換の予兆が感じられた時期であったことをつかませたい。

３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

前時の復習

第一次世界大戦後の国際協調

まとめ
ノートにより、第一次世界大戦の経過と日本の動きを確認

資料で第一次世界大戦後国際協調の動きがおこり、「平和を目指す機関の設立」や軍縮が行われ戦争を抑止する動きが続いたことをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

戦後の民主主義を求める動きや植民地からの独立を求める動きが「平和」を目指す動きを生み出したが、その背景には社会主義革命への恐れがあったことを理解する。

まとめ問題で戦後の動きををつかむ
ノートの復習問題を提示

資料集ｐ149国際協調への動き提示する

　

※戦争の悲惨さが意見として強いだろうが、戦争を続けると国が崩壊することをロシア革命を想起させて気付かせる。

（資料集ｐ146年表を提示）

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


   社会科学習指導案                    　　           　　　　   指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（４）

「独立万歳」
１．本時の目標　①1919年、日本からの独立を求める動きと、日本の侵略に反対する動きが朝鮮・中国で起きたことをつかみ、日本人のこのような動きの受け止め方を推理する。

　　　　　　　　②日本政府は運動の弾圧に乗り出し、日本人には報道統制で知らせなかったが、柳宗悦や芥川竜之介のように、日本人の中にも朝鮮や中国の人々の動きに連帯する気分があったことをつかむ。

２．本時の指導観　　ロシア革命の影響で、第一次世界大戦後、日本の植民地であった朝鮮や、日本の侵略に直面していた中国では、激しい独立運動が起きた。日本政府は朝鮮の動きを武力で弾圧するとともに報道管制をしき、同じく中国の動きも報道管制を敷いて日本にこの動きが波及することを阻止しようとした。しかし一部の知識人はこの動きに注目し、植民地独立の動きに共感するとともに、この動きを日本にも紹介し、日本人の中にも少数ながらこれに同情する動きが出てきたのである。

　　　　　　　　　　本時は朝鮮・中国の動きを知り、それに対する日本人の対応を推理し、日本政府が報道管制と取ったので多くの日本人は知らなかったことと、柳柳宗悦や芥川竜之介の反応を知ることで、日本政府の報道管制にもかかわらず、日本にも同調する機運が始まったことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習「戦後の国際協調の動き」

民族解放運動

まとめ
これらの動きの背後にはロシア革命があったことをつかむ。

教科書を読み、インドや、朝鮮・中国でも激しい独立への動きが始まったこととそれへの弾圧があったことをつかむ。

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する。

資料で報道統制が敷かれたことと、一部だがこの動きに同情を示すものがいたことをつかむ

ノートのまとめ問題でまとめる
ノート復習問題を提示

教科書ｐ234～35の「民族解放運動」を提示する

資料集ｐ150「朝鮮と中国の民族独立運動」を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（５）

「人間に光りあれ」
１．本時の目標　①米騒動・労働争議・小作争議・水平社・婦人運動など、日本の様々な虐げられた人々が動き出したことをつかむ。

　　　　　　　　②この動きは全て、人として、自由で平等な社会に生きたいという欲求に基づいていることを理解する。

２．本時の指導観　　

　　　世界的な民主主義を拡大しようという動きは第一次世界大戦中前から日本でも始まっていた。その気分を表すものが「民本主義の思想」である。そしてこの気分は戦争末期のシベリア出兵に伴う米の買占めに怒った民衆の直接行動という噴出し、戦後、労働運動・小作争議・水平社の結成や婦人運動の勃興という形で激しく広がっていった。

　　　本時は戦前にすでに青鞜社など女性も同じ人間であり自立せねばという動きがあったことや、「民本主義」の主張のように「国民を主人公にした政治」の主張があったことを手がかりにして、1918年の米騒動の意味を読み解き、これを基礎にして水平社や小作争議など、虐げられた人々も人並みの暮らしを求めて動き出したことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習：民主主義の発展

日本における民主主義の発展

まとめ
ノートの問題にそって世界中で民主主義を求める動きが広がったことを確認

資料を読み、戦争前から自由・平等を求める動きがあったことをつかむ

資料を読み米騒動の概略をつかむ

ノートに自分の考えを書く

各自の意見を発表する

第一次世界大戦以後は特に、多くの虐げられた人々が「人間らしい暮らし」を求めてたちあがったことをつかむ

まとめ問題で今日の学習の概要をつかむ
ノートの復習問題を提示

教科書ｐ238資料・資料集ｐ151「婦人運動」「民本主義」を提示

教科書ｐ238～39米騒動を提示

※「同じ人間だ」という気持ちが背景にあったことに注意させる

教科書ｐ240を提示

※特に小作争議とはなにかを中心に進める（参考：資料集ｐ143労働社会問題の発生）

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　指導者  川瀬健一
　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（６）

「すべてふりだしに」
１．本時の目標　①世界恐慌をきっかけに、植民地を持つ国々は、ブロック経済政策という閉鎖貿易体制に入ったことをつかむ。
　　　　　　　　②イタリア・ドイツで「侵略主義」を掲げる勢力が政権をとった理由を推理し、植民地を持たない国々の自衛が侵略であったことをつかむ。
２．本時の指導観　

　　　1929年の世界恐慌の勃発は、世界を一変した。広い植民地を持つイギリスやフランスは、自国と植民地内への他国からの輸入品には高い関税をかけて、自国の生き残りをはかろうとした。しかしこの動きは植民地が少なく、自国の商品を外国に売るしかないイタリアやドイツや日本には、死活問題であった。これらの国々の経済活動は悪化し、社会の軋轢は激化し、とても不安定になったのである。これが、これらの国々で侵略主義と議会体制の破壊をかかげ資本主義を救おうという勢力（ファシズム）が勢力を強めた背景である。

　　　本時は世界恐慌をきっかけにしておきたブロック経済政策とファシズムの台頭の現象を学び、ファシズムの背景を推理することで、二つの動きが一体のものであったことに気付かせたい。
　３．指導過程
学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習：民主主義の進展

世界恐慌とブロック経済

ファシズムの台頭

まとめ
戦後各地で民主主義を広げる動きが続いたことを確認する。

資料に基づき世界的不景気の中で

①アメリカは国土開発をてこに、仕事を生み出して切りぬけたこと。

②イギリス・フランスはブロック経済政策で切りぬけたことをつかむ。

資料に基づき侵略主義が台頭したことをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の考えを発表する。

植民地の少ない国々が侵略主義をとったことを理解する。

ノートの問いに答えてまとめる
ノートの復習問題を提示

教科書ｐ246を提示

教科書ｐ246・247を提示

※植民地の大きさや国土の違いに注目させる（資料④1930年ごろの世界を提示）

４本時の評価
関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　  　　　　 指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（７）

「雨にもまけず」
１．本時の目標　①世界恐慌で日本の経済は直撃され、大量の失業者や家族の身売りを生み出したがその一方で財閥に市場は集中され、政治家はこれと癒着して、社会不安が高まっていたことを知る。

　　　　　　　　②この状況を改善する方策を考えることを通じて、ファシズムが勝利し、日本が大陸侵略へと突っ走った背景をつかむ。

２．本時の指導観　　

　　　世界恐慌は日本経済を直撃し、大量の失業と農村での大量の失業予備軍を生み出した。労働者や小作人は激しい戦いを繰り広げたが、資本の利益を守ろうとする政府は、事態を改善する有効な方策を打ち出せず、貧しい農村では娘の身売りまで行ったのである。この中で、国を社会主義に改造しようとする人々と、天皇の下の独裁国家にすることで大陸を侵略することで危機を乗り切ろうとする人々とが現れ、後者は1931年の満州事変をきっかけに5.15事件・2.26事件を経て覇権を握り、日本は中国侵略へと突っ走って行った。である。

　　　本時は、恐慌下の惨状と財閥の市場独占、そして政治の無策振りを学び、この状態の改善策を考えることを通じて、社会主義とファシズムの対立・日本の中国侵略開始の背景をつかませていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習：世界恐慌とファシズム

恐慌による混乱と政治の無策

満州事変と軍部の政治への介入

まとめ
ノートの問いに答えていく中でファシズム勃興の背景をつかむ。

資料を読み、①恐慌で輸出が激減②倒産があいつぎ大量の失業者がでた③恐慌と凶作で農村が疲弊したことをつかむ。

ノートに自分の意見を書く

各自の意見を発表する

資料を読み、侵略主義を掲げる勢力が満州事変をてこに政治の実権を握っていった過程をつかむ

ノートのまとめの問題でまとめる
ノートの復習問題を提示する

（※恐慌は資本主義の中で起きることに注意）

資料集ｐ156を提示

資料⑤「娘の身売り・雨にもマケズ」を提示

※「社会主義で国を改造」「植民地をとって豊かにする」の二つ（出なくても深追いしない）

教科書ｐ249から251を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（８）

「討論準備」

１．本時の目標　①満蒙開拓・満州国・小作人がおかれた当時の状況を把握する。

　　　　　　　　②上の状況を踏まえ、当時の人の気持ちになりきって行くかどうかを判断する。

２．本時の指導観

　　　　満蒙開拓に参加した人々の大部分は、貧しい小作人の息子や娘であった。小作人は収穫の40％にもおよぶ高い小作料を地主に払い、好景気の時でも決して生活は楽ではなかった。そこへ恐慌と農産物価格の急激な下落。彼らの多くは日々の暮らしにも困り、果ては一家自殺や娘の身売りと言う悲惨な状況が起きた。この状況を打開するには「地主制の廃止」という社会改造が唯一の道であったが、天皇制を支える地主制を廃止することは当時の日本には出来ず、小作料減免を訴える小作争議も恐慌下では展望はなかった。ここに多くの貧しい小作人の息子や娘が開拓に希望を持った背景がある。彼らが、「中国農民の家や畑を奪う」という過酷な現実に現地で直面しても、平均的農民の約10倍の農地という夢の魔力が失せなかったのはこのゆえであるとともに、当時満州や中国そして朝鮮で日本が何をしてきたかについて人々が無自覚であったことも大きく寄与している。本時はこのような諸般の事情を勘案して、自分だったらどうするかを考え、次回の討論に備えさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

小作人の生活

まとめ
ノートの問いに答えていく中で日本が満州国をつくり満蒙開拓につきすすんだ過程と満蒙開拓の目的と実態をつかむ。

資料を見て、小作人の生活の苦しさの原因をつかみ、10町歩の畑の魅力をつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

※「行く人」「行かない人」双方の考えの根拠をじっくり聞き、その意味を考える

他の人の意見を参考に再度自分の考えをまとめる
復習問題の提示

資料集ｐ小作農の家計と地主の収入を提示



４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（９）

「討論」

１．本時の目標　①満蒙開拓に行った人は、行かざるをえない状況に置かれていた事をつかむ。

　　　　　　　　②開拓は中国農民の生活を奪うことであり、それ自身侵略行為であったことをつかむ。

２．本時の指導観

　　　　満蒙開拓に参加した人々の大部分は、貧しい小作人の息子や娘であった。小作人は収穫の40％にもおよぶ高い小作料を地主に払い、好景気の時でも決して生活は楽ではなかった。そこへ恐慌と農産物価格の急激な下落。彼らの多くは日々の暮らしにも困り、果ては一家自殺や娘の身売りと言う悲惨な状況が起きた。この状況を打開するには「地主制の廃止」という社会改造が唯一の道であったが、天皇制を支える地主制を廃止することは当時の日本には出来ず、小作料減免を訴える小作争議も恐慌下では展望はなかった。ここに多くの貧しい小作人の息子や娘が開拓に希望を持った背景がある。彼らが、「中国農民の家や畑を奪う」という過酷な現実に現地で直面しても、平均的農民の約10倍の農地という夢の魔力が失せなかったのはこのゆえである。しかし彼らの行為は日本の中国侵略の尖兵でもあり、彼らが満州に残ったことは、1945年の悲劇を必然化していたことも事実である。

　　　　本時は、行くか行かないかの討論を通じて、このような諸般の事情を深く自分のものとして実感するきっかけとさせたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

討論


①行くか行かないか自分の立場を確認する。

②「行く派」「行かない派」双方の理由を確認し、反対派への質問事項を考える。

先攻・後攻を決め、討論合戦を行う。


※必要に応じて補足説明をする。

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（10）

「憎しみをこえて」

１．本時の目標　①満州事変は日中戦争・太平洋戦争の引きがねであり、際限のない「決して勝利を望めない」戦いへと突入し、日本は敗北したことをつかむ。

　　　　　　　　②しかし戦いの中でも、それを超える人間同士の共感があったことを知る。

２．本時の指導観

　　　　満州事変は国際舞台において日本を孤立化させ、日本はドイツ・イタリアと組んで、際限のない泥沼の戦争へと突入した。すなわち1937年には中国に全面侵攻し、中国人民の頑強な抵抗とそれを支援するアメリカ・イギリスなどの日本に対する「制裁措置」に直面するや、1941年、ハワイとマレー半島を急襲し、アメリカ・イギリスなどとの全面戦争に突入した。日本をはるかに陵駕する生産力と資源とをもつアメリカとの戦争は決して勝利を望めるものではなく、アメリカ太平洋艦隊を叩きそのすきに東南アジア全域を手に入れることで多量の資源を手に入れて戦争継続を可能にし、その後アメリカと和睦を結んで中国だけは手に入れるという背水の陣のばくち的戦略であった。

　　　　本時は太平洋戦争へといたる過程をつかみ、彼我の力を勘案してその勝利の可能性の少ない事をつかむとともに、日本の敗戦時には各地でさまざまな悲劇が起きた事と、このような戦いの最中でも、敵味方を越えた人間としての交流もあったことをつかませたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

日中戦争から太平洋戦争へ

日本の敗戦

まとめ
ノートの問いに答えていく中で日本が満州国をつくり満蒙開拓につきすすんだ過程と満蒙開拓の目的と実態をつかむ。

資料を見て、満州事変が日中戦争・太平洋戦争へとつながっていったさまをつかむ。

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

※資料を見て、日本に勝てる戦争ではなかったことをつかむ

資料を見て、各地での敗戦時の悲劇をつかむとともに、満州では敵味方を越えての人間的交流により生を保ったものもいることを知る。
復習問題の提示

教科書ｐ252「日中戦争」とｐ256・57「アジア・太平洋の戦争」を提示

資料６アメリカと日本の国力を提示する

教科書ｐ257地図「太平洋戦争」・資料７「敗戦の悲劇」を提示

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用


社会科学習指導案                    　　           　　　　   　　　　　指導者  川瀬健一

　君は満蒙開拓青少年義勇軍・大陸花嫁に行くか？（11）

「パクス・アメリカーナ（アメリカによる平和）」

１．本時の目標　①戦後アメリカは日本の地主制の解体や労働者保護・憲法改正をするとともに、国際連合をつくり、多くの植民地を独立させたことをつかむ。

　　　　　　　　②この日本や世界の改造は何のために行われたかを推理し、「戦争をなくす」ためであったことを理解する。

２．本時の指導観

　　　　第二次世界大戦後アメリカは世界の改造に乗り出した。日本に対しては地主制の解体＝農地改革を実施するとともに労働者保護の法制度を整備し、合わせて人権尊重・主権在民・平和主義の憲法改正を行って、日本をアメリカ型資本主義へと改造した。また世界の多くの植民地諸国をイギリスやフランスなどの抵抗を押し切って独立させ、これらの国々をも含めた国際的な国家間の協調組織である国際連合を発足させた。そしてアメリカは戦後多くの国に莫大な経済援助を行って戦後復興を助けたのである。

　　　　本時は、これらのアメリカの戦後政策を一つ一つ検討し、これらが全体としてどんな世界を作ろうとしているのかを推理して、これが、「帝国主義戦争」を排除して、アメリカの主導の下での「平和」な世界を作ろうとしたものであることに気付かせていきたい。

　３．指導過程

学習過程
生徒の活動
教師の指導・支援

復習

日本の民主化

国際連合と植民地の独立

まとめ
ノートの問いに答えていく中で第二次世界大戦の発端と経過、そして終戦への過程をつかむ。

資料を見て「日本の民主化」の過程をつかむ。

平和を守るための組織である国際連合と植民地の独立がアメリカの力によって出来たことをつかむ

自分の考えをノートに書く

各自の意見を発表する

ノートの問題でまとめる
復習問題の提示

教科書ｐ266～269を提示示

教科書ｐ270「国際連合」とｐ271の地図「第二次世界大戦後の独立国と2つの世界」を提示（※2つの世界はあつかわない。※アメリカの独立援助・社会主義の抑制を補足）

既得の知識を使い「帝国主義戦争」の排除が目的であることをつかませる

４本時の評価

関心・意欲・態度


思考・判断


資料活用








君が貧しい小作人の息子や娘だったら満蒙開拓に行くか？





この植民地からの独立を求める動きに日本国民はどう反応しただろう？








君が貧しい小作人の息子や娘だったら満蒙開拓に行くか？





このような状態が起きるのをどうやったらなくせるだろうか？














第一次世界大戦後各国が協力して平和を目指した理由は何だろう？





　　　なぜ開拓団の多くが自殺したり殺されたりしたのだろう？








ドイツ・イタリア・日本でファシズムが勝利したのはなぜだろう？











人々は何に怒って米屋や高利貸しを襲ったのだろう？











日本がアメリカに勝つ可能性はあったのだろうか？





日本はなぜこの時に中国を植民地にしようとしたのだろう？











アメリカはどのような世界を作ろうとしたのか？








